
 

勇退を考えている経営者の勇退後の豊かな生活設計を支援するセミナーです。公的年金
を満額受給しながら、経営者の退職金である役員退職慰労金を効果的に取得する手法
を実際の生の事例を紹介しながら解説します。

日 時 2005年11月18日(金) 18:30～20:00 

会 場 
日本経済新聞社大阪本社８階会議室  

大阪市中央区大手前1－1－1 

受講料 5,000円(消費税込み。当日持参払い) 

募集人数 100名 

主 催 日本経済新聞社 

 
 

講 師 内 容 

 
 

神戸労働法律研究所所長 
社会保険労務士・退職年金コンサルタント 

Ⅰ役員退職慰労金 
   １．役員退職慰労金を確実
に受けとるには？ 
   ２．役員退職慰労金の支払
額と規程作成の注意点 
      １）支払額の設計 
      ２）非常勤役員の取扱
い 

1/3 ページ日経経営セミナー

2005/10/14http://www.nikkei.co.jp/kansai/seminar/kseminar/top62.htm



 

 
 
 

 

 

 

八木 昌孝 氏 
 

      ３）支給制限規程 
      ４）死亡時の弔慰金規
程 
   ３．役員退職慰労金の原資
Ⅱ在職老齢年金制度 
   １．在職老齢年金制度と
は？ 
   ２．公的年金の仕組み 
   ３．公的年金の保険料 
   ４．老齢基礎年金の額（フ
ルペンション減額方式） 
   ５．老齢厚生年金の額 
   ６．特別支給の老齢厚生年
金（６０～６５歳までの年金） 
   ７．老齢厚生年金（６５歳～
終身の年金） 
Ⅲ役員退職慰労金と在職老齢
年金制度 
   １．役員退職慰労金と在職
老齢年金制度 
      １）在職老齢年金を満
額受給するために 
      ２）メリット・デメリット 

下記メールアドレスにセミナータイトル（開催日もご記入下さ
い）、郵便番号、住所、会社名、部署名、氏名、電話番号を明記
のうえお申し込み下さい。電話・ＦＡＸでも受け付けます。折り返
し受講券をお送りします。 

〒540-8588 大阪市中央区大手前1-1-1 
日本経済新聞社 大阪本社 企画事業部「日経経営セミナー」係 

TEL:06-6946-4105 

FAX:06-6946-8470 

メールアドレス: osaka.semi@nex.nikkei.co.jp 
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会場のご案内  

 
 

地下鉄・京阪電車 天満橋駅下車 徒歩６分 
電車またはバスでお越しください。  
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